
日
本
共
産
党
茨
城
県
議
団
が

主
催
し
て
「
医
療
・
国
保
問
題

学
習
交
流
会
」
が
23
日
、
水
戸

市
で
開
か
れ
ま
し
た
。
県
内
各

地
か
ら
地
方
議
員
を
中
心
に
80

名
余
が
参
加
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
日
本
共
産
党
国
民

運
動
委
員
会
の
梅
津
邦
夫
氏
が

「
全
国
病
院
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講

演
。
党
中
央
が
全
国
９
０
０
０

の
病
院
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
発
送

し
、
７
２
４
病
院
か
ら
回
答
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
デ
ー

タ
に
も
と
づ
く
報
告
で
し
た
。

健
保
３
割
負
担
、
高
齢
者
へ

の
負
担
増
な
ど
に

よ
る
受
診
や
治
療

の
中
断
が
45
％
の

病
院
で
「
あ
る
」

と
答
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
資
格
証
明

書
（
窓
口
で
全
額

支
払
い
）
や
保
険

証
な
し
の
受
診
が

「
あ
っ
た
」
と
す

る
病
院
が
70
％
に

の
ぼ
り
ま
す
。
と

く
に
重
症
化
し
て

の
受
診
が
特
徴
で
、

手
遅
れ
の
た
め
に

死
亡
に
つ
な
が
っ
た
例
も
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

経
営
の
困
難
に
つ
い
て
は
多

く
の
病
院
が
「
医
師
・
看
護
師

不
足
」
「
赤
字
問
題
」
を
あ
げ
、

こ
の
ま
ま
で
は
地
域
医
療
が
崩

壊
し
か
ね
な
い
実
態
が
浮
き
彫

り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

地
域
の
医
療
崩
壊
は
「
政
府
の

低
医
療
費
政
策
に
よ
っ
て
引
き

起
こ
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
声

が
圧
倒
的
で
す
。
梅
津
氏
は
「
い

の
ち
を
守
る
運
動
を
党
派
を
越

え
て
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
」

と
講
演
を
結
び
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
県
議
団
の
「
医
療
・

国
保
問
題
の
取
り
組
み
」
、
常

総
市
の
「
国
保
税
減
免
要
綱
」
、

筑
西
市
の
「
国
保
値
上
げ
反
対

の
取
り
組
み
」
が
、
各
議
員
か

ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
に
当

選
し
た
佐
藤
文
雄
氏
（
か
す
み

が
う
ら
市
議
）
か
ら
は
初
議
会

の
よ
う
す
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
交
流
学
習
会
に
は
北
茨

城
市
議
団
も
参
加
。
「
全
国
や

県
内
各
地
の
取
り
組
み
に
学
ん

で
、
市
立
総
合
病
院
問
題
を
は

じ
め
市
の
医
療
・
福
祉
行
政
の

充
実
め
ざ
し
て
力
を
つ
く
し
た

い
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
の
福
田
明
、
鈴

木
や
す
子
両
市
議
は
、
民
主
党

も
妥
協
す
る
な
か
で
強
行
さ
れ

た
改
憲
手
続
き
法
の
採
決
に
抗

議
し
、
ま
た
６
月
か
ら
の
住
民

税
の
増
税
に
反
対
す
る
署
名
運

動
を
呼
び
か
け
て
、
街
頭
宣
伝

に
立
ち
ま
し
た
。
そ
し
て
７
月

の
参
院
選
で
、
自
民
・
公
明
の

悪
政
に
対
す
る
審
判
を
下
し
、

日
本
共
産
党
を
伸
ば
し
て
ほ
し

い
と
訴
え
ま
し
た
。

住
民
税
増
税
に
反
対
す
る
署

名
用
紙
は
先
週
の
赤
旗
日
曜
版

に
も
折
り
込
み
ま
し
た
。
お
声

を
か
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
受
け

取
り
に
あ
が
り

ま
す
。
６
月
６

日
に
水
戸
市
で

開
か
れ
る
日
本

共
産
党
演
説
会

に
お
い
て
署
名

の
第
一
次
集
約

を
お
こ
な
い
、

そ
の
場
で
市
田

忠
義
書
記
局
長

（
参
議
院
議
員
）

に
託
す
予
定
で

す
。
ど
う
ぞ
ご

協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し

ま
す
。

２００７年５月２７日 北 茨 城 民 報 第0719号� �( 1 ) � �

旧暦での「端午の節句」は、今年は

６月の何日になるのでしょうか。

このほど短大時代の友人と三人絵

画展を開きました。二年前のある日、

「いっしょにやらないか」と誘われ、

まだ時間があるからと考えて参加す

ることにしました。ところが、そう

甘くはなく、ついに新作は一つもか

けず、当日に・・・。

あらためて卒業して３０年以上経

過した、それぞれの歩んだ道を実感

しました。夫の仕事の都合で、各地

を転々と転居しながら、ようやく再

び絵や焼き物の作品を作り始めた人、

体調を崩し、回復してからゆっくり

マイペースで描き続けてきた人、年

中選挙や活動で走り回りその合間で、

一年に一枚か二枚かというかたつむ

りのようなペースでなんとか描いて

きた（私）など、環境も違い生活も

違うもの同

士、表現も

いろいろで

す。

おかげで、

何十年ぶり

の旧友や知

人、恩師な

どが訪ねて

くれ、思い

がけない至宝のひとときを持つこと

ができました。会話のなかで格差社

会、子供達をめぐる環境、競争社会

の弊害、日々の生活の中で実感して

いる事など、それぞれの思いをかい

ま見た気がします。参院選挙へ向け

て、私自身の新たな闘志をわきたた

せる機会にもなりました。

（磯原海岸）

茨城県議会大会議室にて

磯原町木皿のＡコープ前で


